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多様性を尊重する組織を目指し、女性が働きやすい環境作りを
目指します。これまで実施してきた女性研究者支援に新たにサ
ポートプログラムを加え、海外派遣、上位職登用、若手研究者育
成、研究活動や心理面からサポートをいたします。
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女性研究者サポートオフィス6つの取り組み これらの様 な々取り組みを通して、女性研究者の
上位職登用・研究力向上・若手の育成の土台つくりをサポートします。

英語論文等作成支援
海外派遣の研究成果のまとめや今後の海外派
遣に繋がるように英語論文等の校閲費の一部
を支援します。論文投稿や学会発表の機会拡
大を図り、本学の女性研究者の研究力強化と
国際的な認知度のアップを目指します。

海外派遣支援
女性研究者が海外研究機関・
教育機関等との研究従事経験
により、高度な研究力、国際性
及びリーダーシップを身につけ
ることを目標としています。

英語論文
執筆・プレゼン支援

英語論文の投稿・発表に必要なスキル
を身につけて研究成果を世界に向けて
発信することができるように知識習得の
機会を提供しています（英語論文執筆
セミナー、英語論文プレゼンセミナー
等）。学内の他部署と連携をしています。

未来に羽ばたく
女性研究者賞

優れた研究成果をあげた本学
の女性研究者を学長より顕彰す
ることにより、受賞者のみならず
若手研究者の研究意欲を高め、
研究者の育成と男女共同参画
の促進を目指します。

この度、女性教員海外派遣
制度による研究助成を受け
て、アメリカへの渡航調査を
行わせて頂きました。多忙な
業務のなかでの渡航でした
ので、１週間という短い期間
ではありましたが、調査対象
者への貴重なヒアリングを実
施するなど、現地調査でしか
得られない資料を収集でき、
研究を大きく進展させること

ができました。こうした学内の
女性教員向けの制度がある
ことは、学外の制度以上に、
チャレンジングな研究課題に
取り組む意欲とチャンスにも
つながりやすく、ひいては、そ
の後の研究者人生を励まし
飛躍させるきっかけになると
感じました。
［教育学部 准教授］
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若手研究者の育成
ロールモデル集の発行や、セミナーなど
を通し、未来の女性研究者を育てる基盤
作りを行っています。

女性研究者の
キャリア相談窓口

事前にメール、電話いずれかの方法でお申込下さい。

［事前にお知らせいただきたい内容］
●氏名 ●所属 ●連絡先（電話/メール）
●相談希望日時 ●内容（おおまかなもので可）

日時・場所の決定

担当者から折り返し連絡いたします。

長崎大学で働く女性教職員、大学院生
ダイバーシティ推進センター教員
プライバシー保護のため、個人情報や相
談内容について守秘義務を遵守します。
安心してご相談ください。

研究者、女性教職員が仕事や研究を
続けていくうえでの相談を受け付けています。

STEP1

その他のライフイベント
支援も充実しています。

相 談 員

対 　 象

守秘義務

omoyai_soudan@ml.nagasaki-u.ac.jp
095-819-2889

メール
電   話

※必要な支援や情報を一緒に検討
　いたします。
※必要に応じて他部門等への紹介も
　いたします。

今年度の目標は自身の研究成果と
研究指導している大学院生の論文
を国際誌に投稿すること。こんな
願ってもない支援を受けられる絶
好の機会を逃すことなく論文をまと
めよう！制度のお蔭でモチベーショ
ンが上がりました。研究成果を国際
的学術雑誌に発表することは、科
学技術の向上や普遍的知識体系
の積み上げに貢献するとても重要

なステップです。しかし、論文作成に
集中できる時間の確保は厳しいの
が現状です。英語論文作成支援を
いただいて、経済的にはもちろんの
こと、時間の節約という意味でも大
変ありがたく思いました。本学の国
際的認知度向上に貢献できるよう
な論文発表を目標に、今後も研鑽
に努めたいと考えています。
［医歯薬学総合研究科 准教授］
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女性研究者ネットワーク
ランチセミナーや学習会を行い、学内の女性
研究者の横のつながりをつくる場を提供して
います。

●文教おもやい保育園
●おもやいキッズ（学内学童保育）

●働き方見直しプログラム

●テクニカルスタッフ
●リスタートアップ研究費

●介護コンシェルジュによる個別相談
●仕事と介護の両立ワークショップ

全
教
職
員

向
け

研
究
者

向
け

介護支援

介護支援

働き方

育児支援

育児支援

STEP2

STEP3


